
　火打金と火打石
� 公益社団法人　日本美術教育連合常任理事　大　坪　圭　輔　

　私が本務校の武蔵野美術大学で担当する「工芸教育法」の講義は、「火打金と火打石による着火」の
実演から始まります。マッチが一般家庭に普及し始めるのは明治10年代と言われていますが、その前
までは「火打金と火打石」こそ、日常生活で火をおこす一般的な道具でした。その手順は、まず利き
手に火打金を持ち、反対に「火口（ほくち）」を添えた火打石を持ち、火打金を火打石に打ち付けます。
「火口」とは古着などの繊維をほぐしたもので、飛び散る火花を受け止めて発火させるためのものです。
火打金と火打石による火花が火口に触れくすぶり出したら、経木の先に硫黄がついている「付け木」
に火を移します。それを蝋燭などの灯明に移したり、木くずとともに火を大きくして煮炊きに用いた
りしていました。ここでは、手先の感覚とその日の風や湿度を見極める感覚、火打石の角を探し火打
ち金を打ち付ける運動能力など、さまざまな身体機能が必要です。講義室で生火を熾すことは管理上
問題なのですが、講義ではこれで和蝋燭に火を付けています。学生たち数人が挑戦しますがなかなか
うまくいきません。上手くいくと拍手が起こります。今、現代に生きる我々は電気やガスを用い、灯
りであれ煮炊きであれ、指先ひとつで事足りています。火打金と火打石を日常的に用いていた江戸時
代の人々と我々を比較する時、少なくとも火熾しに必要な、もしくは火熾しによって鍛えられる身体
機能に大きな差があることは想像に難くありません。
　学校からアルコールランプは姿を消しました。マッチも見かけなくなりました。武蔵野美術大学の
学生の中にもマッチを扱った経験のない学生が若干名ですが、出現しています。タブレット端末を使っ
た授業の研究会が盛況な中、火打金と火打石から始める「工芸教育法」は、バーチャルな学びに対す
る疑問からスタートすることになります。
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　　　　第48回　日本美術教育研究発表会2014（最終案内）

□主　　催：� 公益社団法人　日本美術教育連合（InSEA-JAPAN）

□後　　援：� 文部科学省

□開催日時：	 平成26（2014）年

	 10月19日（日）　９時30分〜 16時30分

□会　　場：� 東京家政大学板橋キャンパス図書館棟
� 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1
� http://www.tokyo-kasei.ac.jp/about/access/tabid/70/index.php

□アクセス：� JR埼京線十条駅下車徒歩５分
� JR埼京線板橋駅下車徒歩17分
� 都営三田線新板橋駅下車徒歩12分

□参加資格：� 会員以外の方でも参加できます。
� 参加費は500円、事前申込は不要。
� お誘い合わせの上、ご参加下さい。

□昼　　食：� 当日、近隣には昼食を購入する店はあり
� ません。また、学食も利用できませんの
� で昼食は持参してください。

□問合せ先：� 研究局長［事前・事後］
� 山口喜雄　宇都宮大学
� TEL&FAX　028（649）5364
� nobuoya@cc.utsunomiya-u.ac.jp

� 開催大学［当日のみ］
� 結城孝雄　東京家政大学
� 携帯電話　090-2387-6094［緊急時以外はご遠慮願います］

研究局

会場案内図
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第48号　日本美術教育研究論集　2015
【投稿および掲載要項】
研究論集編集委員会

� 投　稿　要　項

□投稿条件：� 第48回日本美術教育研究発表会の研究発表者は、『第48号研究論集2015』に投稿できます。
� 投稿論文の研究論集への掲載は、次の（１）〜（５）の条件を全て満たしたものに限ります。
 ⑴　投稿原稿が、研究発表会における発表内容と基本的に同じ内容であること。
 ⑵　投稿原稿が、研究論集の要項に適合していて、書式・分量等が守られていること。
 ⑶　掲載料を期日（2014年11月12日）までに納入していること。
 ⑷　 作品の図版や写真・VIDEO映像等の著作物を利用する場合および写真等の肖像権は、

投稿者が必ず事前に著作権者・出版社・所有権者・本人もしくは保護者等の許諾を得る
こと。

 　　引用文献には、脚注または本文中に発行所・出版年・該当頁等の出典を明記すること。
 ⑸　研究論集編集委員会において、投稿原稿の掲載が妥当と判断されること。

□論文査読：� �Ａ群（理論・実践研究論文）・Ｂ群（実践研究報告等）・Ｃ群（研究ノート）ともに複数の査
読委員が査読を行い、編集委員会での審議を経て投稿原稿掲載の可否を決定します。掲載が
決定した論文は、各主査がまとめて論評し、各論評を研究論集の〈論評の部〉に掲載します。

□原稿書式：� �Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに、本文および図版（写真・表・図等）等、英文サマリー（Ａ群のみ）
を含め、下記の文字数を守って下さい。

� １頁分は、Ａ４横組２段　23字×44行×2段＝2024字です。
� �第１頁のみ第１行目から第５行目（２段取り）までに、題目（副題）・所属・氏名を記載し、

本文との間に２行（２段取り）のスペースを空け、本文は、８行目から書き始めます。
� 共通の項立て・見出しを用い、以下の番号と見出し語のみとします。
� 大項目１．２．３．［全角数字］…、中項目（１）（２）（３）…、小項目①②③…。

□掲載要項：� �Ａ群・Ｂ群・Ｃ群ともに原則として８頁（Ｃ群のみ６頁も可）とし、掲載料は一般（給与を
得ている内地留学生等を含む）は15,000円、院生・学生8,000円です。

� ２頁増ごとに6,000円を加算し、10頁では一般21,000円、院生・学生14,000円です。
� 増頁の上限は12頁で、一般27,000円、院生・学生20,000円です。
� 原稿は、①ワープロ等で印字し、②テキスト形式で保存したCD-R等を合わせて提出すること。
� CD-R等の未提出の場合は、一般・学生とも加工料込み30,000円です。
� カラーページは１頁につき12,500円を加算します。
� �抜き刷り（一律50部）は、８頁モノクロで7,000円です。２頁増ごとに2,000円を加算します。

（抜き刷りのカラーページは、１頁ごとに2,000円を加算します。）
� 掲載料は投函以前に納入し、送金の証明書（利用明細書のコピー等）を同封して下さい。
� 　　口座記号番号：００１７０−１−　　８６０３６（右寄せで記入）　郵便振込です。
� 　　加入者名　　：社団法人日本美術教育連合
� 　　ご依頼人　　：（〒）おところ・おなまえ・電話番号・所属
� 　　通信欄　　　：例　掲載料15,000円（一般、８頁）＋増頁分6,000円（２頁増の場合）＝21,000円（計10頁）
� 　　　　　　　　　抜き刷りを希望の場合は、その旨明記し、必要な金額を加算してください。
� ※�査読の結果、掲載に至らない場合は10,000円（院生・学生は5,000円）のみ返金となります。抜き刷り

の料金については、全額返金します。

� 〈投稿原稿〉11/12（水）必着

□投稿〆切：� 2014（平成26）年11月12日（水）必着。Ａ群・Ｂ群・Ｃ群とも、
� ①正１部と副４部（コピー可）計５部、②原稿CD-R等、③送金証明書を提出して下さい。
� 投稿原稿は、完全原稿とし、締め切り期日以降の差し替え・変更は認めません。
� ただし、研究論集編集委員会が修正を求めるときは、この限りではありません。
� なお、発行日は2015（平成27）年３月31日を予定しています。

□ 送 付 先：� 〒112-0012　東京都文京区大塚3-29-1　筑波大学附属小学校内
� 　　　　　　公益社団法人日本美術教育連合　研究論集編集委員会　宛

� 連絡・問合先

□詳細連絡：� 研究発表会当日に詳細を連絡します。口頭発表者は時程と場所を二次案内で確認して下さい。
□問 合 先：� 研究論集編集委員長　小林貴史：042-637-8111（代）　ktakashi@zokei.ac.jp（東京造形大学）
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茂木先生のレゴを使用したワークショップ 宮坂理事長による「受講認定証」の授与

造形・美術教育力養成講座　第２期１次　「子どもと造形表現」
　　　　　連続講座を終了して
� 事業局長　水　島　尚　喜　

　８月27日、28日の両日にわたって開催された連合主催の連続講座「造形・美術教育力養成講座」─
子どもと造形表現─（第一次、全８回）が終了しました。以下に終了後に実施した「参加者全員アンケー
ト」の結果をもとに成果を報告申しあげます。
　本年度は、四谷アートプラザ内のCCAAを会場として連続講座が開催されました。会場は、旧の小
学校校舎を再利用した趣きのある建物です。参加された方々の会場に対する評価は上々で、会場アク
セスの点からも好評でした。
　本年度の参加者の延べ人数は約106名で、昨年８月26日から28日の三日間開催された第一次の参加者
数よりも若干少なくはなりましたが、大変盛況でした。
　今次の開催時期については妥当との意見が大半でしたが、「地域によっては学校が始まっている場合
もあるので、８月の最終週ではなく、前週または数日前の期間が妥当」との意見もありました。大学
等で開催されている免許更新講習等の他のイベント時期なども見据えながら、次年度以降も開催時期
を検討したいと思います。また、夏休み以外の期間や開催方法を検討してほしいとの意見も少数あり
ました。
　参加者の半数は、小学校教員及び美術館学芸員ボランティアが多く、それ以外の方では中学校教員、
塾経営者、学生の方たちでした。
　講義内容については満足度が高く、参加された方の学修への意欲と相俟って、毎回どの会場も熱気
に溢れていました。今回は特に、ワークショップ形式の講義内容が充実していました。具体性を伴っ
た実践活動を対象とした内容が望まれていることを実感しました。
　尚、８回の講座の満了者は、３名の方になりました。今後の講座内容への希望としては、以下のよ
うな提言がありました。以下に、キーワードでお示しいたします。
　　「造形遊び」「伝統工芸を小学校に」「子どもと美術」「レッジョ・エミリア」
　　「発達論的観点からの鑑賞教育」「アートワークショップ」
　今次は、開催関係の告知が昨年以前より、やや遅くなったことや、案内掲示に不調な面がありました。
次回以降の課題としたいと思います。

事業局
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公益社団法人日本美術教育連合　第４期　第１回理事会議事録　（内閣府提出仕様）

１．招集通知　平成26年６月11日（水）

２．開催日時　平成26年６月29日（日）午後１時30分〜４時30分

３．開催場所　東京家政大学板橋キャンパス

４．出席した理事の氏名　大坪圭輔　水島尚喜　宮坂元裕　山口喜雄

公休　郡司明子

５．出席した監事の氏名　北澤俊之

６．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

　　定款の規定に従い互選により理事宮坂元裕が議長に就任した。

　　その後、直ちに議案の審議に入った。

第１号議案　大坪圭輔理事より国際局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�平成26年７月７日から11日にかけて、オーストラリアのメルボルンで開催のInSEA世界

大会について。今回InSEA評議員に本連合運営委員　茂木一司氏が選ばれる予定である

こと、並びに本連合運営委員　福本謹一氏がエル・パシオニー賞を受賞する予定である

ことの２件の報告があった。

　　　�公益社団法人日本美術教育連合の代表として茂木一司氏を推薦する件について慎重審議

した結果、第１号議案は全員一致をもって可決決定された。

第２号議案　山口喜雄理事より研究局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�結城孝雄運営委員の協力により、第48回日本教育研究発表会の会場と日程が東京家政大

学板橋キャンパスにおいて平成26年10月19日（日）に行われることが決定した。研究発

表会の運営について慎重審議した結果、第２号議案は全員一致をもって可決決定された。

第３号議案　水島尚喜理事より事業局の本年度の活動計画について次のような提案があった。

　　　�平成26年８月26日27日両日、四谷アートプラザを会場として、幼小中学校教員、美術館

関係者、日本美術教育連合会員、大学院生、大学生、画塾等経営者を対象とした、『造形・

美術教育力養成講座、第２期第１次　子どもと造形表現』として２日間で８講座開催し

たいむねの提案があった。

　　　内容と運営について慎重審議した結果、第３号議案は全員一致をもって可決決定された。

以上をもって議案のすべてを終了したので、議長は午後４時30分閉会した。
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公益社団法人日本美術教育連合　第４期　第２回理事会議事録　（内閣府提出仕様）

１．招集通知　平成26年８月11日（月）

２．開催日時　平成26年８月31日（日）午後１時30分〜４時30分

３．開催場所　東京家政大学板橋キャンパス

４．出席した理事の氏名　大坪圭輔　水島尚喜　宮坂元裕　山口喜雄

公休　郡司明子

５．出席した監事の氏名　北澤俊之

６．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

　　定款の規定に従い互選により理事宮坂元裕が議長に就任した。

　　第１回理事会議事録の確認を行った。

　　その後、直ちに議案の審議に入った。

 第１号 議案　水島尚喜理事より事業局の本年度の活動について次のような報告と提案があった。

　　　�平成26年８月26日27日両日、四谷アートプラザを会場として、幼小中学校教員、美術館

関係者、日本美術教育連合会員、大学院生、大学生、画塾等経営者を対象とした、『造形・

美術教育力養成講座、第２期第１次（１年目）子どもと造形表現』が開催された。受講

者数は延べ人数で106名であった。８講座をすべて受講し「受講認定証」を授けた者は

３名であった。次に来年度は第２次としたいという提案があった。内容と運営について

慎重審議の結果、第１号議案は全員一致をもって可決決定された。

第２号 議案　大坪圭輔理事よりオーストラリアで開催のInSEAメルボルン国際美術教育学会につ

いて報告と提案があった。

　　　�本連合運営委員　茂木一司氏が評議員に選出されたこと、本連合運営委員　福本謹一氏

がエル・パシオニー賞を受賞したことの報告があった。茂木一司氏及び本連合理事　山

口喜雄氏よりメルボルン国際美術教育学会の様子が報告された。公益社団法人日本美術

教育連合の国際会議でのPRの方法が討議され、慎重審議の結果、第２号議案は全員一致

をもって可決決定された。

第３号 議案　山口喜雄理事より、第48回日本美術教育研究発表会2014の運営について報告と提

案があった。

　　　�本年の発表件数は37件であったとの報告の後、以下の提案があった。開催日平成26年10

月19日（日）。会場は東京家政大学板橋キャンパス。運営委員役割分担。発表者の発表

会場割り当て。司会者、論文主査、副査の分担。日本美術教育研究論集第48号編集の内容、

編集日程などの提案があった。提案について慎重審議の結果、第３号議案は全員一致を

もって可決決定された。

以上をもって議案のすべてを終了したので、議長は午後４時30分閉会した。
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１．第48回日本美術教育研究発表会　開催迫る！

　10月19日（日）に行われる、第48回日本美術教育研究発表会（文部科学省後援予定）が東京都板橋
区加賀の東京家政大学板橋キャンパスにて開催されます。詳しくは前掲のご案内をご参照ください。
本年度は36件の研究発表が予定されています。広く日常的な実践のなかで児童生徒の姿をもとに紡が
れた報告から、理論的・歴史的背景など科学的な精査から組み立てられた研究まで、多彩な発表が展
開されることが期待されます。本年度より発表会会費として、概要集代500円を戴く事になりました。
運営上の経費としてご理解下さい。

２．平成26年度（2014年度）会費納入のお願い

　会費未納の皆様は、下記まで年会費6,000円を郵便振替にて納入してください。
　　　（公社）日本美術教育連合　郵便振替００１７０−１−８６０３６
　　　　※期限が過ぎておりますので、お早めに納入してください。※
　　　　※インターネットバンキングでもお支払いいただけます※
＊前回の連合ニュースNo.141に同封した振り込み用紙をご利用ください。（手数料はご負担ください。）
　�お名前を記載した振込用紙に、納入済みの方は○、未納の方は−が、不足の方は△が印字されてい
ます。ご確認ください。

＊一昨年度より、年会費及び論文掲載費の改訂がされています。振込みの際は、今一度金額のご確認
　�をよろしくお願いいたします。年会費は6,000円です。すでに本年度以降の年会費をご入金いただ
いている方は、誠に申し訳ございませんが、差額をあらためてご入金いただきますようよろしくお
願いいたします。（振込用紙に差額を記載いたします。）

＊平成19年度より会費の納入をお願いしておりますが、会員の皆様からの納入状況は決してよくあり
　ません。今一度、会員の意識にたち、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

▲３年以上の会費未納の皆様へ
＊平成25年度から、過去３年以上、会費未納の方につきましては、今回ご入金いただけない場合、「除名」
　という対応をとらざるを得ません。納入にご協力ください。
＊末尾になりましたが、本年度より事務局長を拝命しました結城孝雄と申します。前任の西村先生の
　�ようなスムーズな運営を心がけたいと思います。皆様方にご迷惑、ご不便をお掛けすることがある
かもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします。

■お問い合わせ：事務局長　結城　孝雄　東京家政大学
　　　　　　　　 〒173-8602
　　　　　　　　 東京都板橋区加賀1-18-1　９号館　初等教育第７研究室
　　　　　　　　 Tel ＆ Fax　03-3961-5594（研究室直通）
　　　　　　　　 Mail　takaoyuki@icloud.com

事務局だより
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